
こんな遊びしてみたよ

○振り返り

お正月休みを終えて、３学期が始まりました。ばらぐみの子ども達は、鼻水や咳が出ていたりもしますが、日々、元気よく過ごし
ています。友達の名前を呼び合ったり、一緒に遊んだりすることも増えてきています。最近、正月ならではの遊びや伝承遊びが薄
れてきているなと感じ、昔からある遊びを子ども達にも知らせていきたいという思いで、保育者発信になりますが、今月はお正月
遊びや伝承遊びを取り入れていきました。羽根つきでは、日頃から、風船を使った遊びが好きなので、部屋に風船を吊るし、段
ボールで作った羽子板（子ども達がシール貼りしたものを羽子板の形に切ったもの）を使って、遊び方を知らせていき、楽しめる
ようにしたり、福笑いや絵カード取り（カルタとりの代わり）は子ども達が慣れ親しんでいる、キャラクターや食べ物などの絵を
利用して作って遊びました。ビニール袋で作った凧あげもしました。遊んでいくなかで、順番ですることや友達と一緒に遊ぶのが
楽しい、友達と一緒が嬉しいという気持ちが味わうことができ、「一緒にしよう」「順番よ」という声も聞かれてきました。凧あ
げでは、走ったり、風が吹いていたらよくあがることも気づけるように保育者が実際にして見せていきました。「ふわふわしとる
ね」「パタパタ音しよるね」などという声も聞かれました。低年齢の子ども達でも、お正月遊びや伝承遊びを遊ぶことで感じるこ
とや発見もあり、保育者達もいつもと違った子どもたちのつぶやきや目線を感じることができました。これからも、子ども達とい
ろいろな遊びを楽しんでいき、年齢発達に応じた遊びを発展していきたいと思います。（健康な心と体・思考力の芽生え・自然と

のかかわり・生命尊重・言葉による伝え合い・豊かな感性と表現）
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ねらい○友達や保育者とお正月遊びや伝承遊びを楽しむ。
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まわったよ

どこかな？


	スライド 1: こんな遊びしてみたよ

